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エレクトロニクスの動作周波数をさらに高速化し、高度な情報処理技術を開拓して

いくためには、テラヘルツ領域の電場に対する物質の非線型な応答を理解し、制御

してゆくことが重要である。本講演では、近年発展している超短パルスレーザーを

用いた高強度テラヘルツ波発生手法について概観し、それを用いて筆者らが行った

ディラック電子系のテラヘルツ応答に関する研究を紹介する。 

ディラック電子系では、バンド分散が双曲線型となり、極めて小さいバンドギャッ

プを持つことなどから、非線型なキャリア加速効果 [1] や Zener トンネリングに

よるキャリア生成 [2] など、興味深いテラヘルツ非線型応答が観測される。ディ

ラック電子系ではこれらの非線形応答が比較的小さい電場強度でも発現することか

ら、将来のテラヘルツデバイスの設計に重要な物質となるものと期待できる。 

[1] Y. Minami et al., Sci. Rep. 5, 15870 (2015). 

[2] I. Katayama et al., Phys. Rev. B 98, 214302 (2018). 
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